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2種のセキレイの分布境界域における

1 5年間の変化＊

中村一 恵

Change of Two Wagtails’Distributions in the 

Boundary area during the 15years 

Kazue NAKAMURA 

はじ め に

日本では北海道と本州北部に繁殖するとされていた

ハクセキレイ Motacillaalbaの1亜種 M.a. lugens 

（以下ハクセキレイと書いた場合， とくに断らない限

りこの亜種を指す〉が，近年，その繁殖分布を次第に

南下させ〔中村，1978;1980), それまで冬鳥と して

波31そしていた本種が1970年以降神奈川県にも定着 ・繁

殖するようになった。ハクセキレイが分布を鉱大し，

定着 ・繁殖する地域が増加したことは，近縁のセグロ

セキレイM.grandisと分布域を接触させ，地域によっ

ては分布域の重複の程度が次第に強まってきたことを

意味する。

近縁種は，地理的に異所的に，ただし分布域の重複

の程度を次第に強めて，まったく同所的に同じ棲み場

所に霊なり合って核んでいる場合まで，その分布の仕

方はさまざまである（吉田，1967〕。

生態 ・形態の似た，近縁関係にある 2極が，ある楼

み場所で一緒になれば，両者の聞に競争の起きること

が予想される。私は，種間競争の結果は，第一に近縁

種の分布の仕方に現われていると考える立場（中村，

1985〕で，2種の分布変化を追っている。ハクセキレ

イがセグロセキレイを圧迫していくだろうと考えてい

るが，はたしてそうなのか，2種の接触部でさまざま

な仮説を立てて調査する必要がある。そのためには神

奈川県での2種のセキレイの繁殖分布が現在どうなっ

ているのか，現状を把握し，今後の分布変化とその要

因を調査するための基礎を得たいと考えた。

ヰ本稿の大綱については1985年10月5-6日に信州大学
で行なわれた日本鳥学会大会において発表した。

神奈川県東部は，本論で述べるように， 2種のセキ

レイの分布域が近年になって重なるようになった地域

で，その変化が激しくゆれ動いている所であること，

また， 調査地域の広さと しても手頃であり，かつ，日

本野鳥の会々員をはじめ，野鳥観察者が多く在住し，

比較的正確な情報が得られることが期待できるという

諸々の条件を考えるならば，当地域が2種の種間関係

を調べるうえで絶好の地であることが理解できると思

7。

本論文は，神奈川県内の2種のセキレイの繁殖分布

調査の結果とそこから得られた若干の知見を報告する

ものである。

本調査を行なうにあたって，日本野鳥の会神奈川支

部，同会目録編集委員会，藤沢探鳥クラブ，緑区自然

保護懇話会の全面的なご支援を得た。情報を提供下さ

った方のお名前は，附録と してまとめた各繁殖記録の

末尾に示してある。ご協力いただし、たことに深く感謝

したL、。また，本論文をまとめるにあたり，浜口哲

一，原久美子，石江磐，石井隆，腰原正己，室伏友

三，長沢修介，大坂盛，佐藤昌彦，杉山道夫，鈴木茂

也の諸氏から絶大なご協力を得た。現地調査のさいに

は，県立博物館の新井一政， 高桑正敏両君の協力を得

た。以上の方々すべてに対して厚くお礼申し上げる。

調査方法および調査地

ハグセキレイの繁嫡状況をより広く正確に把握する

ために，県全域を対象として，日本野鳥の会神奈川支

部， j篠沢探鳥クラブ，緑区自然保護懇話会の各機関紙

を通じて情報の提供を呼びかけた。誌上での呼びかけ
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は， 1985年5月号（No.171〕， 同5月号（No.37), な方向からカラー写真に撮るように努めた。以下に示

同4月号（No.31）にそれぞれ掲載された。記録に必 す図はこれらの写真とスケッチに基づいて描いたもの

要な事項と しては，以下の項目をあげた。1〕観察者氏 である。

名， 2〕連絡先 ：住所，氏名，電話番号， 3〕観察年月 以上によって集めた繁殖記録に，現在野鳥の会神奈

日， 4）観察場所， 5）繁殖に関係した事項（交尾，巣材 川支部が鳥類目録編纂のために集積している資料カー

運び，餌運び，巣，雛，幼鳥の観察等）の記載。 ドの一部による記録と文献に残されている記録を加え

情報の提供を呼びかけると同時に，ハクセキレイが て補足した。

繁殖して いると予測された県東部域を対象として， ハクセキレイの繁殖記録を集めると同時に，セグロ

1985年5月から 7月までの繁殖期に現地調査を行なっ セキレイの繁殖記録に関してもできる限り多く集める

た。主な調査地は次の通りである。5月26日（横浜市 ように努めた。いずれの場合も，不明な点があった場

大岡川，河口から上流4.5km約の範囲），5月29日（膝 合には情報提供者に直接あたって内容を確かめ，不正

沢市／横浜市境川I, ｛矢野橋～東橋間約5kmの範囲〉， 確と判断された記録は除外した。これらによって得ら

6月4日（横浜市鶴見川，港北区大曽根大綱橋～緑区 れた繁殖記録は附録として論文末尾に一括してまとめ

中山町都橋間約7kmの範囲）， 6月12日（逗子市問越 た。ただし，紙面の都合でセグロセキレイの繁殖記録

川， 河口から上流約4.5闘の範囲〕，6月17日（葉山町 は一部しか掲載できなかった。

森戸川，河口付近0.5畑1の範囲），6月17日（葉山町下

山Ji[，大山橋～一色権問0.5kmの範囲），6月26日〔横 結果および考察

須賀市平作JI［，河口から上流約 3kmの範囲）， 7月1 l. ハクセキレイの内陸侵入について

日（横浜市柏尾JI[，戸塚駅前から上流約2km，阿久平日 東京と神奈川のI克をなす多摩川流域でハクセキレイ

川との合流点までの範囲〕，7月12日（Ji［崎市平瀬川s が繁殖期に観察されたのは，1970年6月羽田付近の河

多摩川との合流点から上流約2.5 f仰の範囲）， 7月16 口部での記録が最初である。そして73年6月にはガス

日〔横浜市鶴見川下流，新鶴見橋から下流約lMの範 橋付近〔河口より約lOkmの地点〉で餌をくわえて同一

間）。 方角に飛ぶ個体が矧奈され，76年6月にはこ子橋付近

野外識別にあたっては，地鳴きの音質，頭部の羽色 （河口より約20kmの地点）の工場に営巣する 1つがい

パターンや背面の色などに注意し，別亜種や変異個体 が確認されて，多摩川流域において木種が繁殖を開始

と考えられる鳥を観察した場合はできる限りいろいろ したのは臨かなものとなった （中村，1977）。
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図1 多摩川におけるハクセキレイの繁殖期における分布前線の変遷， 各地点は下涜から， a：大師橋
（川崎市川崎区〕，b：ガス橋 (Ji［崎市中原区〕，c：ニ子橋〔川崎市高津区〉，d 多摩川原橋～是

政橋（東京都稲城市つ，e：秋川との合流点〔東京都秋川市〕斜線はセグロセキ レイの分布を示す。
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当時の分布が海岸から直線距出fl＇にして 10数km程度の

内陸までであったことは，日本野鳥の会で実施された

全流域の一斉カウント調査によっても怖かめられてい

る（市｜王l・ほか， 1977〕。この調査は1976年5月30日

と6月27日に行なわれた。それによると，ハグセキレ

イは河口部から 二子橋付近までの区間には出現した

が，それより上流域では観察されていない。当時本種

が中流域まで侵入していなかったことは， 東京農業大

学野鳥の会（1981）の調査結果からも明らかである。

この調査は，河口部から28kmの地点にある多摩川原橋

から上流の是政橋までの3.5 kmの区間で＇1971年1月か

ら1980年6月まで行なわれた。それによると，ハクセ

キレイは1977年までは冬鳥としては出現しているが，

繁殖期には観察されていない。ところが， 1978年の夏

には数羽が記録され，繁殖の可能性が出てきたことが

岡野鳥の会によって示唆されている。小平市や都区内

など海岸より15～20km入った東京の内陸部でハクセキ

レイの繁殖が確認されたのもち ょうど この頃である

（日本野鳥の会東京支部研究部， 1978〕。

以上によりハクセキレイが多摩川の下流から中流域

へと次第に分布を広げていったことは明らかである。

最近ではさらに上流の，秋川との合流点付近でも1980

年頃から毎年繁殖するように なり 〔津戸，1984〕， 10

年たらずで海岸から約45km目Ifれた内陸まで分布を広げ

たことになる（図 1）。

図2は，神奈川県におけるハクセキレイの繁殖分布

の変化を， 1970～75,1976～80, 1981～85の三期に分

けて示したものである。その広がり方は，多摩川流域

の分布変化でみた通り ，海岸部から内陸部へと分布を

拡大してし、く方向であることは明白である。ハクセキ

レイは15年とLづ非常に短L、期日JJで神奈川県の東半分

（相模川以東〉のほぼ全域を l~lめるに至ったといえる 。

関東地方全般における繁殖分布の広がりも海岸部か

ら内陸部へと向かう傾向が認められる。

茨城県の海岸部（水戸市，東海村）では1968～1970

年頃（中村， 1978；樋口 ・中村，1983〕，千葉の海岸

部（市川市）では1975年頃 Cl吉沢，1977，中村1978〕，

神奈川県東部の海岸部 ο11崎市，横浜市〉では1972～

73年頃〔中村，1977）から繁摘が開始されている。海

岸線のない埼宝県では1974年頃 （吉岡，1982）から繁

殖が開始されている。これに対して，茨城とほぼ同斜

度に位置していても，栃木のような内陸県では上記の

繁殖開始例よりも数年遅れている。栃木県では1976年

頃（緬口 ・平野，1981）から繁殖が開始されてL情。

1970275 

1976 -'80 

1981-'85 

医12 ハクセキレイの繁殖分布とその変化。小さい黒
丸は幼.r.~のみの記録を示す。

中古・［lJ山方の長野県ではさらに数年遅れている。 長野

県大lllJr¥Iでハクセキレイの繁殖が確認されたのは1983

年であり， 1985年には明科町でも繁殖した（般原正

己，私信〉。私も1985年7月白馬村で繁殖を確認した。

長野県では 北部から徐々に分布を広げつつあるらし

い。神奈川県西部の海岸部とは10年ほどの聞きがある。
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図3 三浦半島におけるハクセキレイ（白丸〕とセグ

ロセキレイ〔黒丸〕の繁殖分布，小さい丸は幼鳥

のみの記録，黒白丸は2種のつがL、形成による繁

殖が観察された記録を示す。
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神奈川県西部の海岸部（平塚市〕では1978年頃（浜口

・ほか， 1985）から， 静岡県の海岸部（富士市〉でも

1978年頃（佐藤昌彦，私信〕から繁殖が開始され，北

に位置する栃木県より遅いが，長野県への侵入よりは

早い。

これまで本州中部以北ではハクセキレイは本土から

少し離れた小さな島と本土の海岸線に沿って南下しな

がら分布を広げる傾向にあり，内陸部にはほとんど入

っていなかった（中村， 1978;1980）。 しかし関東地

方を中心にして本種が海岸部から内陸へ分布を広げる

ようになったことはほぼ確実であり，その時期は1980

年前後からと思われる。

結論として，北に位置する海岸部ほどその侵入は早

く，内陸に位置する地域ほど，たとえそれが北に位置

していても，海岸部に比へて遅く繁殖が開始される。

長野県より南に位置する， 愛知，三重，和歌山，大

阪，兵庫，広島などの近畿・中国地方への侵入はすで

に1980～1983年頃（中村， 1985）に行なわれており，

長野県よりは早いか，ほぼ同じ時期である。しかし，

これらはすべて海岸または海岸に近い所より得られた

繁殖記録である。

一方，セグロセキレイの分布はどうであったかとい

うと， 三浦半島の鳥に精通している柴田（1971〕が，

渡り区分のうえでそれを漂鳥と分類しているように，

本種は三浦半島では繁殖していなかった。

たとえば逗子周辺では，少なくとも 5'60年前にさ

かのぼっても，セクロセキレイはノ、グセキレイ 向様，

冬鳥として記録される 存在であり（丸 ・丸， 1985)'

逗子と葉山にまたがる二子山周辺の鳥について， 1975

年lfjから 1978年3月まで調査した杉山道夫 （未発

表〉も， ハクセキレイを冬鳥として記録してはいる

が，セグロセキレイについてはまったく記録していな

い。鈴木茂也（1985，私信〕によると， 10年位前まで

はセグロセキレイは冬でも少なかったという。

以上により，三浦半島においては，セグロセキレイ

は数少ない冬鳥または漂鳥として渡来し， 定着してい

なかったことはほぼ間違いなL、。だが，不思議なこと

に，ハクセキレイが半島に侵入し定着しはじめた時期

とほぼ同じくして，セグロセキレイも繁殖するように

なった（図3〕。 そうなったのは， おそらく1980年前

後以降からである。

三浦半島の付根にあたる鎌倉や横浜南部地区でもセ

グロセキレイは近年まで定着していなかった可能性が

2. 三浦半島における 2種の繁殖分布

三浦半島〔鎌倉市 ・横浜市の行政市界以南の地域を

指す〕においてハクセキレイの繁殖の可能性が示唆さ

れたのは1977年である。この年の7月浦賀水道に面し

た野比海岸で幼鳥が観察され（中村.， 1977〕， 翌年の

6月同所にある東京電力横須賀火力発電所内の工場の

屋根に営巣し， 三浦半島において本種の繁殖すること

が初めて確認された（中村， 1980）。その後， 10年たら

ずで三浦半島各地から広く繁殖記録が得られるように

なった（図 3）。 しかし，半島に隣接する鎌倉や横浜

南部と異なるのは現在の分布が海岸から 2～3kmの範

囲に限られている点である。

本州中 ・北部におけるハグセキレイの北から南への

分布拡大は， 一般的な傾向として，海岸線に沿って行

なわれ，まず島映に定着し，その後隣接する本土沿岸

部に侵入する（中村， 1980〕。そして前述したように，

関東地方では海岸部方通ら次第に内陸へと分布を広げて

Lぺ傾向が認められる。したがって，三浦半島におけ

る現在の分布が海岸部に限られているのは，この地域

への侵入が京浜地区よりも遅れて行なわれたことを示

している。次の段階として，京浜地区同様，半島の内

陸部へ侵入することは充分予i!'Wできる。
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大きし、。 1968年4月下旬から 5月中旬に藤沢市に隣接 3. ハクセキレイの繁殖期と営巣場所について

する鎌倉市西部（寺分と梶原周辺〕の繁殖期の鳥相に 親の給餌行動に基づく繁殖記録の観察例数の月別変

ついて調査した（中村，未発表〕が，セグロセキレイ 化をまとめると図4のようになる。その場合， 巣内育

はまったく観察されなかった。当時は水田を中心とす 雛〔A〕と巣外育指fl(B〕に分け，前者には， 親鳥が

る湿地が広がり，チュウサギ，パン，タマシギ，コチ 実際に巣のある場所へ給餌のため出入りした記録，ま

ドリ，チュウシャクシギなどの水鳥が豊富であった。 たは巣があると考えられる一定方角へ餌をくわえて飛

現在は完全な宅地が進み，往時の鳥相とは一変してい 行した記録を含め，後者には巣立雛に親鳥が給餌を行

る。金沢区泥亀110・にあった泥亀新田の生物を1952年か なった記録を含めた。

ら8年にわたって調査した報告（村上，1959）による 巣内に雛のいた時期は5月中旬から 7月下旬，巣外

と，セグロセキレイは9月から 4月までの季節に出現 において給餌が観察された時期は大部分が6月上旬か

する冬鳥的存在であったことが記録されている。金沢 ら7月下旬までで，前者は5月下旬から 6月中匂，後

区に隣接した戸塚区南部（公田町，中野町， 上郷町〕

でも同様で，私はこの地区の鳥を20年近く観察してい 10 

るが，本種は秋季に極めてまれに出現する程度の漂鳥＂

的存在であった。ところが， 1985年8月18日に上郷町

で独立した幼鳥1羽を目撃した。

三浦半島は一種の小さな島である。そうした狭い地

域で近縁な関係にある 2種がそこで共存できるのだろ

うか。 今後の動向に注目したし、。 5 

今回の調査で羽毛の著しく汚染されたセグロセキレ

イが，三浦半島に近い所で2例観察された。一つは，

1985年4月9日， 国鉄j篠沢駅の近くを流れる境川の藤

沢橋下流で観察したつがいのうちの雌で， 腐斑，雨穫

の白色部が薄墨に汚染されていた。もう一つは， 国鉄

大船駅のフォームの屋根に営巣したつがいのうちの雌

で， 白色部が同様に湾墨に汚染されていた。このつが

し、は近くを流れる柏尾川で採餌し，巣のあるフ ォーム

の屋根に餌を運んでいた（記録3 1〕。彼らが採餌

場所として利用していた境JI／，柏尾川とも，神奈川県

環境部によると， BOD値がlOmg/eで，も っとも汚れ

ている河川のひとつに分類されている。 三浦半島およ

びその周辺地域への分布の広がりと羽毛の汚染された

個体の出現との関係は現在のところ明らかではない。

10 

三島〔1957）は，河口から15～16km上流の多摩川で 5 

採集したノ、クセキレイの多数が，煤煙で汚染されてい

たことを観察したが，セクロセキレイではこのような

性質が認められなかったと報告している。セグロセキ

レイの羽毛に汚染がないことと冬の関東京市街では見

かけることがないことから，ハクセキレイの採餌範囲

が河川にとどまらず広く市街地に及ぶのに対し，セグ

ロセキレイの採餌範囲は河川流域のみと考えられると

三島は指摘している。

27.2 
A 

N:33 

47.6 

B 

N:21 

図4 ハクセキレイの繁殖記録の月別観察例数， Aは
巣内育雛， Bは巣外育雛を示す。
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図5 ハクセキ レイの営巣場所，矢印は巣の位置を示す，1・桃須賀市文化会館屋上，2 横浜市港北

区小川町‘第三京浜道路， 3：鎌倉市今泉清帰事務所の建物（臼中和作氏織影）， 4：鎌倉市寺分国鉄

大船工場， 5：横須賀市長沢京浜長沢駅（川島逸郎氏撮彩），6：横須賀市野比東京電力横須賀火力

発電所

者は6月ヒ句から中旬に集中している。巣外育鎖！のも 繁勉記録の調査結果から，神奈川県におけるハクセ

っとも早いI時期の観祭例は，藤沢市における 5月12日 キレイの繁殖期は4月から 7月であり，茨城県水戸市

であった（記録2 48〕。 この記録には雛に給餌する における繁殖期（S.NA:;A,IURA et al.，前出〕と差は

ltiE親のカラー写真が添付されてあり，ハグセキレイで ないものと思われる。水戸市における初卵産卵のもつ

あったことに誤りはない。雛の発育状態から巣立直後 とも早い開始H寺期は4月27日と報告されている。した

のものと思われた。ハクセキレイの抱卵期間は約14日 がって，藤沢市における 1例はもっとも早い産卵例で

聞である〔SNAKA別 RA et al., 1984〕から，これか あったと考えられる。

ら逆算すると 4月下旬に産卵したと推定される。巣材 宮城県北部では，立花（1960）によると，卵期は5

運搬のもっとも早い時期の観察例は，4月25日に記録 月七句から 7月上旬であり，南千島のクナシリ島で

されている（記録2 1）。 は， NECI-IAEV (1969）によると，産卵は5月下旬から

6 



6月 F句までに行なわれ，関東地方より遅いようであ

る。

繁殖記録の調査結果からわかるよ うに，蛍巣J易所は

すべて建物であり，セグロセキレイが利用するような

大河川での地上蛍巣例はなかった。 中でも， 火力発電

所，大企業の工場，国鉄工場等の大型施設内の辿造物

への営巣例（24例中15(JiJ〕が多く ，その他，高速道路

・橋（3例〉，駅〔2例〉， ヒツレ等の屋上 c2例〉， 看
板やコソレフ場の建物（各l例〉等を営巣場所として選

択していた（図5）。 このように繁殖記録の得られた

環境は，すべて近くに大小河川のある工業団地， ll庁工

場や住宅の密集する市街地であった。

4. ハクセキレイとセグロセキレイの異種間つがし、に

よる繁殖

1985年6月7日，三浦半島におけるハクセキレイの

繁殖分布を問べよう として国鉄東逗子駅に降り立った

際，偶然にも駅前（逗子市沼間〉て、ハクセキレイとセ

グロセキレイとがつがいとなって繁殖している場而に

遭遇し，観察する機会を得た。営巣場所は寧や人通り

の多い市街地で，巣は商店街の入口を示す鉄柱の隙聞

に作られ， 士山上約5.5mの高さの所にあった。栄；の真

下に立つと i~Hの鳴き声を聞くことができ，ハ ク セキレ

イとセグロセキレイが協同ても給餌にあたっていた。

午前10時30分から午後3時までも270分間連続して観

察した結果，ハクセキ レイは71回， セグロセキレイ は

41回給餌を行なった。前者は1時間あたり15.8回，後

者は9.1回で，給餌回数はハクセキ レイによ って多く

行なわれた。ハクセキレイがこの間ほとんど鳴き声を

発しなかったのに対し，セグロセキレイは屯線やヒソレ

の屋上のテ レビアンテナ毎年に止まってあるいは飛びな

がら， ピチィッ，ピジィなどのよく通る声で嚇った。

羽色も正常な雄の特徴を持っていた。これらのことか

ら，つがいの相手のハグセキレイは雌であることがわ

かった。 この個体の背の色は，最初雄と見誤ったほ

ど，成鳥；維の夏羽に似て 黒、n;.fミが強かった（図6）。し

かし，日科らないこと，おflへの給餌回数が多かったこと

からも，この鳥がjtitであったことは間違いない。

セグロセキレイには典型的な羽色とは異なる特徴を

持ついろいろな変りものが見られ， 変異は頭胸部に集

中し，中にはハクセキレイに似た顔の羽色パターンを

持つ個体もいるが，それらの鳴き声（地鳴き〕はあく

までもセグロセキレイのものである（樋口 ・平野，

1983）。6月10日に4羽のilEが巣立っていたが，州I親

が人家の屋根に降りたj舶の1羽に向かつて飛ぶ際に発

した声は，チチッ，チチッという音声であった。その

後何度か鳴き戸を聞いたが，いずれもハグセキレイの

ものであった。したがって，この個体が，そうしたセ

グロセキレイの羽色変異個体であった可能性はあまり

ない。典型的な lugensタイプであったが，ただし，

前述したように，背の色が維のように黒かったのが特

異な点であった。

幼鳥には限先から11Jl!の」ー方を通って眼の後方に達す

るパフ色を佑7びる淡灰色のJiヨ斑があった。）肥， H侯もJi:/

斑の色とほぼ同じで有fパフ灰白色。胸もバフ色を帯び

た淡灰色で， I候に達しない不規則な暗灰色斑があり ，

図6 セグロセキレイ雄とつがL、になって繁泊したハクセキレイ雌（左〕とその雛，逗子市沼間， 1985

年6月12日撮影
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頭胸部の羽色パターンは全体としてハクセキレイ型で 例では，ハクセキレイ雄の給餌への貢献がほとんど見

あった（図6〕。鳴き声もハクセキレイに似て，チチ られなかったのは，両種の雄の貢献の遠いによるので

チッ，チチチッとL寸音声であった。 はないかと思われる。ハクセキ レイ雄の給餌への貢献

ハクセキレイとセグロセキレイの異種間つがいによ はセグロセキレイ雄のそれより少ない（S.NAKAMURA 

る繁殖例は，過去に石井（1979）によって発見されて et al., 1984）。 セグロセキレイ雄×ハクセキレイ雌の

いる。このつがし、は， 1979年5月16日に横浜市緑区折 組み合わせても4羽巣立っているのに対し， ハクセキレ

本町で観察されたもので，逗子の例とは逆に，ハクセ イ雄Xセグロセキレイ雌の組み合わせて。は1羽しか巣

キレイ!IJJ;とセグロセキレイ雌の組み合わせて志あった。 立っていないのが印象的である。

5月16日の観察（石井隆，1979年6月9日付私信〕

によると， 5. 鶴見川で観察された羽色変異個体について

ハクセキレイはアノfートのテレビアンテナ，セグロ 1985年7月16日と 8月17日に，頭胸部の羽色バター

セキレイは20mほど離れた電線にそれぞれ止ま って互 ンにみだれのある個体（性不明〕が鶴見川下流〔横浜

いに鳴きかわしていた。興味深いことに，その際，セ 市鶴見区鶴見町〕で2羽観察された。後者については

グロセキレイがノ、クセキレイの地鳴きに似たチキン， 至近距離で観察することができ，その特徴を知ること

チキンという澄んだ戸を発した。ハクセキレイはその ができた（図7, a～c）。この個体の肥，l喉，好l，耳

場をほとんど移動しなかったが，セグロセキレイは時 羽，劉側は白く，後頭部の黒色部に連なる黒色の過限

々餌をくわえてもどり，そこから給餌に飛び立って行 線があって，左側から見ると（図7'c）， 一見ハクセ

く。20～30分間隔でそれは行なわれた。巣の位置は発

見できなかったが，500m1まど離れた所にあったと思

われた。餌をくわえたセグロセキレイが先に飛び立

ち，少し問をおいてノ、クセキレイがその後をついて行

く。 5～10分ほどでセグロセキレイ ，ハクセキレイの

順で同じ場所にもどってくる。このように2羽ともほ

とんど同時に行動し，つがいであることは確かなよう

に思われた。

5月18日，セグロセキレイがしき りに畑に降りるの

で，近寄ると，巣立直後の雛1羽がキャベツの葉の上

にいた。その後，雛は近くの工場の屋根に飛ぴ，そこ

でセグロセキレイによって給餌された。ハクセキレイ

が一， 二度餌をくわえていたことはあったが，雛の発

見後も， 実際の給餌はセグロセキレイによって行なわ

れた。この雛に一度キセキレイが餌を運んできたが，

給餌までには至らなかった。その後も雛に近づくこと

はあっても，セグロセキレイに追い払われた。5月19

日に工場の屋根にいる雛を見たのが最後となり，それ

以後の観察はなかった。

5月18日に石江馨氏によ って撮影された写真を見る

限りでは，ハクセキレイは典型的な lugensタイ プで

あり ，セグロセキレイにも羽色の異常はないようであ

る。雛の羽色パターンは， 石井氏の指摘通り， セグロ

セキレイに近いと思われた。

逗子の例では，明らかに雄（セグロセキレイ〕の給

餌への貢献は雌（ハクセキレイ〉よりも少なかった

が，それでも!IJtiま頻繁に給餌にあたっていた。横浜の
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a 

b 
c 

d 
図7 1985年に鶴見川下流で観察された羽色変異個体

a～c （同一個体）は8月17日， d は7月16日に
観察された。bはaの個体が頚を伸ばした時の状
態， cはaの個体の左側の顔を示す。



キレイ夏羽雌に似ていたが，右側の羽色パターン（図

7 ' b〕はハクセキレイとは異なっていた。典型的な

羽色のハクセキレイでは，耳羽と頚側は連続して白い

が，この個体では頚の白色部lま耳羽と連続することな

く独立して白い。過眼線は左右と も1本の黒線ではな

く， とくに左側（図7'c）では， 限の直前から分れ

た ， 涙を流したような顕著な黒条線が頬にある。 ~l'i頂

部には灰色の羽毛が混じり ，niふり状を呈し，顔のパ
ターンがひどくみだれている。背はハクセキレイ夏羽

雌に似た灰色で，頭部の黒と背色はその境界で明瞭に

二分され，強L、対照をなす。飛び立ちの際に発した鳴

き声はチチュン，チチュンで，ハクセキレイのもので

あった。

7月16日に目撃した個体（図8'd）は， かなり神

経質で接近が難しく ，充分な観察はできなかった。

この個体の眼先，頬， 耳羽が黒いため，一見セグロ

セキレイに似ていたが，喉，前頚，頚側はほぼ左君子対

称的に白かった。 aの個体向様，黒白模様の境界はは

っきりせず，みだれていた。図はそのラフスケ ッチで

ある。実際にはもっと複雑な模様であったかもしれな

い。飛び立ちの際に発した鳴き声は，チチ ッ，チチッ

で，ハクセキレイのものであった。

これまで多数のハクセキレイを野外で見たり， j梨本

で調べてきたが，このような個体（これがハクセキレ

イM.albaであれば〕を見るのは初めてのことであ

る。中村 ・岩本 〔1985）が報告したような交雑個体で

ある疑し、が強い。

図8 セグロセキレイの繁殖分布，小さい黒丸は幼鳥
のみの記録，三角印は繁殖期における成鳥の観察

記録を示す。県東部地域にはあまり定着していな

総 括

ハクセキレイは10数年というi示 、期間で神奈川県東

部のほぼ全域を占めるに至ったが，その動向は京浜地

区の海岸部から次第に西へ広がる方向にあり，京浜地

区より遅く侵入が行なわれた三浦半島では現在海岸部

を中心に分布が広がっている。東から広がってきた

（図3）ことは，西部と東部とてもの環境の違いとセグ

ロセキレイの分布の状態とが関係しているものと恩わ

れる。

神奈川県の地形は西部1)山地， 中央音IIの台地 ・平

野， 東部の丘陵地域の3地域に大別される。西部の山

地は丹沢山地，箱根連山から成り ，山地の前面には酒

匂川によって作られた足柄平野が展開している。中央

部は関東ロームにおおわれた台地が広がり，相模川の

流域！こは相模平野が発達し，相模湾沿岸Ii！沙丘地帯と

なっている。東部は東京都から多摩丘陵，下末吉台地

が連らなり， 三浦半島がつき出して東京湾と相模湾を

分けている。

多摩川，鶴見川の河口一帯は大正時代からの埋立に

よって臨海工業地帯が作られ，現在では東京湾岸に沿

って横須賀市夏島町まで広がっている。1955年 〔昭和

30年〉当時は，横浜，川崎の市街地ぽ内陸に及んでい

なかった。 また，県夫の諸郡市は市街地の規模も小さ

く，田園地帯に点散している状態であった。 しかし，

高度経済成長期に市街化が激しく進行し，既成市街地

の外延的拡大ばかりでなく，鉄道新線の沿線では大規

模な宅地開発が実施され，丘陵部の農地山林が宅地に

図9 ハクセキレイとセグロセキレイの異種間つがい

による繁殖例（黒丸印）と両者の雑種と考えられ

る！固体（中村 ・岩本，1985), または雑種の疑い

のある個体（黒四角印〕の分布， 斜線部はハクセ

キレイの繁殖分布域（1985年現在〕を示す。
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変った。臨海部が市街地，工業団地として開発された

のちは，こうした市街地や工場地帯の拡大は相模川流

域までの県東部の内陸部を中心に行なわれた。三浦半

島では海岸部を中心に北部から南部へと市街地が広が

って行った。工業立地の動向も，1965年（昭和40年〕

代には川崎，横浜両市では埋立地を除いて大工場の新

規立地はほとんどなくなり，県犬，湘南に新規立士山が

求められるよ うになった（神奈川県都市部都市政策

課， 1985）。すなわち，近五手の者間T化による1即売の変

貌は県の東部から西部へ向かつて進行した。

二子橋付近から下流の多摩川にセグロセキレイは繁

殖期にほとんど見られない〔市凹・ほか， 1977，図 1)

こと， 三浦半島と隣接地域における繁殖は1980年前後

以降から起きた，近年の分布拡大によると考えられる

ことから，神奈川県東部とくに海岸寄りの地域にセグ

ロセキレイは棲みついていなかったか，楼みついてい

たとしても生息密度の低い地域であったことはほぼ間

違いなし、。このことは繁殖記録の調査結果 （図8）か

らも示唆される。これらのことから，ハクセキレイは

都市化の著し＼ ＇， セグロセキレイがあまり定着してい

ない地域に侵入したということができるだろう。

ハクセキレイは大陸では海岸の鳥である。繁殖期に

海芳lから 2～3km以上内陸に入ることはない（Snc-

PANIAN, 1983）。南千島のクナンリ島 〔面積1400krti弱〉

や色丹島（面積約260knDなどの烏でも本種！ま海岸全

域ゃいくつかの湖の岩の多い崖に生息するが，制JI岸：に

はあまり繁殖していない。クナシリ 島では典型的な海

岸性の穫である〔NECHAI"V,1969〕。かつての日本に

おけるハグセキレイの繁殖環境も，大陸やI打千島の例

からして本土から少し離れた小さな島や本土の海岸部

の，比較的狭1パ地域に限られていたものと 考えられ

る。佐藤〔1960〕は，佐渡両津市沖約3kmの海中に立

つ巨岩から成る小島でクロサギの繁殖を記録したが，

海岸の岩場に棲むク ロサギが営巣するようなノト島でハ

クセキレイも繁殖することを報じている。また， 立花

〔1960）は，宮城県の追波湾にある 3 海岸から 1km離

れた小島で本種の繁殖を確認したが， 巣l土岩l也に生え

るハイネスの下や草聞に作られていたことを報じてい

る。

このような場所がハクセキレイ本来の繁殖環境であ

ったのであろう。しかし日本列島では，北海道の内陸

部〔日本野鳥の会， 1980）や栃木，長野のように海岸

から 50～100kmも内陸に入った地域で本積が繁殖す

る。このようになった原因は何であるのか， 彩、は次の

10 

ように考える。

ハクセキレイの侵入初期において繁殖環境となった

工業団地は，前述したように，比較的近年になってか

ら造成されたものである。石やコンクリー卜，鉄で構

成された工場群が林立し，アスフアノレ卜の道路が四方

に走る工業団地は，植物被覆の大類型からいえば，地

表の大部分が無機物でおおわれるとL寸意味で 「砂

漠」的な環境である。岩や砂から成る海岸が，波浪，

潮汐，強風などによって森林が発達しにくい，いわば

砂漠のような環境であるのと似ている。巨大な建築物

は天然の岩場に似て，数多くの隙聞がある（図5）。

しかもこうした要素を含む環境は， 多くが河口に近い

所に作り出されてきた。日本の工場地帯が河口に近い

都市周辺に立地されてきた大きな理由は水の条件があ

ったからであろう。 とりわけ大量の水を消費する鉄

鋼， 重化学コンビナ ト，化学，製紙などの用水型産

業にとっては決定的な条件であった。水資源がなによ

りも重視されて，工場！土水辺に集中した。

繁殖記録のほとんどが水辺に近い所（附録参照〉で得

られていることからもわかるように，河川は育if叶こ！の

ハクセキレイにとって極めて重要な採餌環境である。

営巣場所と採餌場所の二つの条件が満たされた環境の

増加したことが，ハクセキレイの定着 ・繁殖を可能に

した原因のひとつであったと思われる。

ハクセキレイの現在の分布鉱大は，以上のよ うな環

境の変化が先行してはじめて成り立っていると考えら

れる。同時に，繁殖適士山が狭少で多くの個体併を収容

できないことが，増大する個体群の南下を促したのに

違いない。それは，日本列島に向かうn佐刊j進の方向

であって，北進や西進ではない。なぜなら，大陸にお

いては，北側でタイワンハクセキレイ （ocularis），西

側でシベリ アハクセキレイ〔baicalensis〕，南側でホ

オジロハクセキレイ (leuco戸sis）と分布を按し， それ

らの境界はほぼ安定しているものと考えられるからで

ある。 これらのうち，ホオジロハクセキレイが大陵か

ら西日本に分布を拡大しているが，これまで10数ケ所

から繁殖炉ljが知られているにすぎず，日本における分

布密度は稀薄である〔中村， 1985）。

中村 ・岩本（1985）は， ハクセキレイとセグロセキ

レイの異種間つがい形成が一時的 ・局地的に起こり，

交雑する場合のあることを示唆した。その後， 前述し

たように，両者のつがい形成による繁殖炉ljが逗子市で

見つかり，また，雑種の疑いのある個体が鶴見川下流

で観察された。これらの分布は県の東部域に片寄って



L、る（図9〕。すなわち，ハクセキレイが分布を広け、， 拶ljのうち13W1Jの巣〔80%）が地上に作られていたこと

定着2・繁泊している地域の中で，1979年以降から見つ を報じている。しかし，茨城県水戸市北部では， 30例

かっている。 中24例 （86.7%〕が建造物に作られており，京都市郊

つい数年前まで神奈川県東部域はハクセキレイ繁殖 タでも， 53例中48 (91J 〔90.5 ~引 が人家を選択している

地の太平洋側における南限地であった（中村， 1980〕。 （大迫，1984〕。士山城によって営巣形態は変化すると考

分布拡大の前線域におけるマージナノレな個体群である えりれるから，直接比較することに問題はあるが，セ

から，当然繁殖個体群サイズは小さく，生息密度は低 グロセキレイも，ハクセキレイ同様，建造物への営巣

L、。前述したように，ハクセキレイが侵入した地域に 晴好を強めているように思われる。

はセグロセキレイはあまり定着していない。2種の生

息密度の低い，こうした地域において交雑が起きるら

しL、。

自然の状態での交雑は上種の同じメンバーで生じる

のがふつうである〔SHORT,1969）。ハクセキレイ〔M.

alba）とセグロセキレイ （M.grandis〕は，アフリカ

のハジロセキレイ〔M.aguimp), インドのオオハク

セキレイ （M.maderaspatensis）と共に上種を形成す

る（PETERS,1960）。ハクセキレイとセグロセキレイの

聞に交雑が起こりうることは，両者の類縁の近さを示

している。

長野県白馬村で繁殖したハクセキレイのつがいの継

続観察を地元の研究家長沢修介氏にお厚郎、してあった

が，同氏からの私信 （1985年8月26日付〉によると，

仰の給餌に続いて雄が餌をくわえて巣のある倉庫内に

入ると，その後を追うようにしてセグロセキレイ幼鳥

3羽が飛来し，2羽がその中に入って行ったとL寸。

奇妙な行動である。 不思議なことに， 三浦半島ではほ

ぼ同H当期に 2種が棲みつくようになり， 共に繁殖する

場所が見つかるよ うになっている。近縁な関係にある

2極のどちらか一方が，あるいは互いに引きつけられ

るということが起こるのかもしれない。

すでに指摘した（中村，1985）ように，ハクセキレ

イとセグロセキレイの聞に交雑はないとする見解に疑

問を感じている。両者は交雑しないと言われたのは，

ドイツの鳥学者H ヤーン（H.JABN）が1942年に発表

した論文の中で述べたのが最初であるらしい。 M AYR

(1965〕は， それを受けて， ハクセキレイは北海道と

木州北部に侵入したが，分布の重なるそれらの地域で

は交幸ii＇しない（ p. 503〕と記述したものと思われる。

ヤーンがどの程度調査して2穫は交雑しないとしたの

かは，論文の入手ができていないので明らかではな

い。この問題については論文の入手を待って別の機会

に改めて論じたいと思う。

長野県千rJJ:1川流域で1967～68年にかけてセグロセキ

レイの繁殖生態を調査した羽田 ・篠田（1969〕は， 15

要 約

神奈川県におけるハクセキ レイとセグロセキレイの

繁殖分布を調査し，ゆくのような結果が得られた。

1. それまで冬烏として渡米していたハクセキレイが

1970年以降定着 ・繁殖するようになり， 1980年までの

10数年間に著しく分布を広げ，県の東半分（相模川以

東）を占めるに至った。その広がりは京浜地区の海岸

部から県央の内陸部へと，近年の都市化の伸展に対応

して東部から西部へと進行する方向である。これらの

地域には近縁のセグロセキレイはあまり定若していな

かったと考えられた。

2. 県の東昔I）に位置していても，三浦半島へのハクセ

キレイの侵入は京浜地区よ りも遅く行なわれた。この

地域にはそれまでセグロセキレイは定着していなかっ

たが，ハクセキレイの侵入とほぼ同じ時期にセグロセ

キレイも繁殖するようになった。ハグセキレイの現在

の繁殖分布は，京浜地区と異なり，海岸から 2～3km 

の範囲に限られている。

3. ハクセキレイの営巣場所はすべて工場等の建造物

であり ，繁殖記録の得られた環境は近くに河川｜のある

工業団地，住宅や工場の密集した市街地等であった。

営巣場所と採餌場所の二つの条件が満たされた環境の

増加したことがハクセキレイの定着 ・繁殖を可能にし

た原因のひとつと考えられた。

4. 神奈川県におけるハクセキレイの繁殖期は4月か

ら7月である。

5. 逗子市で2極の異種間つがL、による繁殖例と，鶴

見川下流で雑種の疑いのある，頭部の羽色パターンの

みだれた個体が2例観察された。異種間つがいによる

繁殖例や幸IHifiと考えられる個体，またはその疑いのあ

る個体は，ハクセキレイ が分布を広げ， 定着 ・繁殖し

ている県東部，すなわち，分布拡大の前進基地周辺で

見つかっている。そのような例は1979年以降観察され

るようになった。
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附 録 れた工場の屋根へ向かう（石井隆）。 6.v. 26. '85.南区

1. ハクセキレイの繁殖記録〔1970～1980〕 弘明寺，雌が大岡川でユスリカ幼虫等を集め，市街地へ

川崎市lVI. 23.’73.中原区上平間，餌をくわえて親 向かう（中村一恵〕。7.v. 29’85.戸塚区伐野lllJ，境川｜の

鳥が同ーの工場方向へ飛ぶ。2.VI.7.’76.高津区下野 川岸と隣接する畑で雌雄が餌を集め，市街地へ向かう。

毛キャノン玉川事業所の天丹ニ（地上約6m〕に営巣， 幼鳥2羽を連れたセグロセキレイのつがいが同じ畑で

親鳥が餌をくわえて出入りする。 3.VI.17.’77.高津区 採餌（中村一恵）。8.VI. 2.’85.保土ケ谷区仏向町相鉄

下野毛，昨年と同じ場所に営巣，この日巣立つ。 4.VI. 線和田町駅付近，成鳥l羽が10～15分間隔で餌を集め

20.’77.幸区塚越工場の屋根で幼鳥が親から給餌を受 に飛来する〔田丸義夫〉。9.VI. 2.’85.金沢区福浦，コソレ

ける（以上，中村， 1977〕。 5.Vll.18.’78.川崎区扇島， フ場2階スタンドに雌挺i；が出入りする （大場英男〕。

工場の屋根で成鳥2羽が幼鳥 2羽に給餌（矢田孝）。 10. VI. 3.’85.神奈川区鶴屋町，雛（杉山好平，野毛山動

横浜市6.VI. 28.’72.中区伊勢佐木町，独立 した 幼鳥 物園保護受。11.VI. 4’85港北区小机町鶴見川，雄が川岸

3羽。 7.Vll.17.’76.神奈川区守谷110＂，餌をくわ えた で採餌し幼鳥に給餌。12.VI.4.’85.同鶴見Ji[，雄が近

親鳥が高速道路のアンクソレ内に入る（中村，1977）。 くの水田で採餌し， 第三京浜の橋下内に運ぶ。 13.VI. 

8. V.16.’78.磯子区八幡橋，工場の屋根に成鳥 1羽が 4.’85.緑区川向町鶴見川，親鳥1羽と幼鳥1羽の群。

餌を運ぶ（田丸義夫〉。 9.Vl.13.’79.緑区折本町， 成 14. VI. 4.’85.緑区佐江戸町鶴見川， 雌がテトラポッ

鳥1羽が幼鳥2羽に給餌（石井隆〉。鎌倉市 10.VI. 8. 卜の上や土手の草むらから餌を集める。 15.VI. 4.’85. 

'80.大船， 水田に雌雄が15～20分間隔で餌集めに飛来 線区中山町，鶴見川と恩田川lの合流点， tltil親が幼鳥に

（田丸義夫）。 横須賀市11.VII. 30.’78.野比海岸，独立 給餌，付近にセグロセキレイのつがいと幼鳥1羽の群

した幼鳥2羽（中村， 1977）。 ，2. vr.11. ・1s.野比海岸， （以上，中村一恵）。16.VI. 8.’84.保土ケ谷区岩井町I惟

東京電力横須賀火力発電所の工場の屋根に削j鮒が出入 子川支流，雌が幼鳥に給餌〔石井隆〉。17.vr.10.’85.戸

りする。抱卵中？（中村一恵〉。 13.VI. 25.’78.佐原， 塚区公田町，雌と幼鳥3羽の群，親は稲荷川の川床で餌

成鳥 1羽と巣立直後と思われる幼鳥 2羽の群（川島 を集め，幼鳥に給餌（中村一恵、〉。 18.VI. 16.’84.西区楠

清〉。 寒川町 14.Vl.7.’78.相模川沿い，成鳥 1羽幼鳥 町新田間川で雄が幼鳥に給餌（石井｜二隆）。 19.VI. 16.’82. 

5羽の群，幼鳥は親に餌ねだりをする。15.VI.15.’78目 戸塚区品濃町， 雛（桜井順子，野毛山!fiil被l園保護受）。

一之宮， 旭ファイパーグラス工場内に営巣，成鳥が相 20. VI. 18.’84.緑区東方町・，維が畑で幼鳥に給餌（石

模川と排水路から餌を運ぶ（以上，浜口，1981)。 井隆〕。 21.VI. 20.’84.中区新山下JIIJ，雛 （来糸弘，野毛

山動物園保護受〕。22.港北区小机uo・，成鳥1羽が餌を
2. ハクセキレイの繁殖記録 （1981～1985〕 くわえて市街地へ向かう（石江馨）。 23.VII. 1.‘85.戸

川崎市lIV. 25. '85.川崎区殿lllT, tltllが多摩川河口の 塚区矢部町柏尾川，雄が水面や川岸から餌を集め，工

土手と 干潟に降りて巣材を集め，工場地帯へ向かう 場の屋根に向かう，近くに雌と幼鳥3羽の群，1羽に

〔中村一恵〕。2.v.中旬～VI.25.’84.高津区溝ノ 口東 給餌。24.Vll.1.’85.同阿久和Jll，雌却が川床の水た

急バス構内の整備工場棟の鉄骨上（約2.5m）に営巣， まりでユスリカ幼虫を集め，市街地へ向かう。25.

6月5日抱卵（4個）， 6月25日解化直後の銅13羽を確 VII. 1.’81.戸塚区回谷住友電工K.K.の倉庫に営巣，

認 （小海義明〉。3.VI. 11.’84.川崎区殿lllJ，多摩川沿 巣内に雛5羽，7月2日に巣立つ（以上，中村一恵〕。

いの工場内に少なく とも 2つがいが営巣，1つがいの 26. VII. 3.’84.瀬谷区瀬谷町境川， 幼鳥（石江馨〕。27.

雛は巣立っており ，干潟で親の給餌を受ける。他のつ VII. 4. '84.保土ケ谷区狩場町，雛 （閉村和子，野毛山

がいは干潟でゴカイ等を集めて工場内へ運ぶ（中村ー 動物園保護受）。 28.VII. 5.’84.緑区美しが丘多摩プラ

恵、）。 4.VII. 12.’85.高津区久地，平瀬川下流，幼鳥3 ーザ屋上，幼鳥を含む5羽の群， VII. 13.’84.緑区あ

羽，雌親が川床で採餌し，このうちの1羽に給倒。 こ ざみ野富士銀行屋上，幼鳥を合む5羽の群（以上，北

れより上流に雌親と幼鳥4羽の群，さらに上流に独立 川淑子）。 29.Vll.14.’85.神奈川区三ツ沢南町一神商

した幼鳥 1羽（中村一恵）。横浜市s.v.12.’84.緑区 事2階クーラー内に雄が餌を運ぶ（石江磐〕。30.VII. 

折本町モータープーノレの砂利士山でみ雌が採餌（？）し，近 21.’82.戸塚区中野町，東京電力変電所の屋上に雌雄

くのアノ4ートの雨どいの中に入る。同じ場所でセグロ が餌を運ぶ（中村一恵〉。 31.VII. 23. '84.港北区小机

セキレイ成鳥1羽が地上でハアリの類を集め，50m離 町， 雄続と行動する幼鳥，同じ場所にセグロセキレイ
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幼鳥（石江馨〉。32.VIII. 9.’83.神奈川区三沢上町，整

備工場屋根下，雛〔武田吾一，野毛山動物園保護受〕。

横須賀市33.V.19.’83.長坂，成鳥がl](EFIで採餌し，西

方向へ飛ぶ（鈴木茂也）。34.v. 21.’84長沢，京急、長沢

駅フォームの鉄骨支柱に営巣，親鳥が餌を運ぶ（JIJ島

逸郎〕。 35 目 V.26. ’85. 津久~:J:浜，成鳥 2 羽が餌を運ぶ

（田丸義夫）。 36.VI. 4.’85.夏品町日産自動車追浜工場

内に営巣，雌が排水処理場で餌を集めて運ぶ（田中和

徳〉。 37.VI. 7.’85.田浦i!IJ,自衛隊第 2術科学校前の

川で成鳥2羽が採餌し，幼鳥3羽に給餌。 38.VI. 9. 

'85.佐島，雄と思われる成鳥が砂浜にいたえ！J鳥に給餌

〔以上，鈴木茂也〉。 39.VI. 26. '85守深田台， 文化会館

屋上，雌雄のうち雌が屋上のコケをむしったり，植込

みから巣材をさがす。 40.VI. 26. '85.舟倉IHJ平作JIJ,

削が川床で餌を集め，え！1鳥2羽に給餌，他に独立した

幼鳥4羽，近くの同じ場所にセグロセキレイのつがし、

と幼鳥 1羽，雌が幼鳥に給餌（以上，中村一恵〕。41.

VII. 8.’85.長沢，京急、長沢駅の屋根に親鳥が餌を運ぶ

52. VI. 15.’85.大庭船地蔵，親鳥2羽が小糸JIJの橋下

の中に餌を運ぶ（浜伸二郎〉。53.VI. 26. '85.大庭引地

川で親鳥が幼鳥に給餌（高橋和也〉。茅ケ崎市54.VI. 

9.’85.室田， 1Jく同の中に住宅のあると ころで成鳥が幼

鳥に給餌〔新倉三佐雄）。 平塚市 55.VI. 3. 81.久領炭

相模JIJ沿L、から併をく わえた 1羽が工場のタンクの隙

聞に入る（浜口，1983）。56.VI. 10. '85.大神，雄が人

家の屋根にいる幼鳥に給餌， 1980年頃から繁殖してい

る（門！協力11津子〉。 57.VII. 23.’81.大原， フライキャ

ッチで引火用水簡の虫を捕え，幼鳥2羽に給餌（浜にI,

1983〕。座間市58.VI. 22.’85.栗原，成鳥1羽幼鳥2羽

の群（唐沢良子〕。大和市59.VI. 10.’83.福田引地川，:Mt

が幼鳥に給餌（梶谷謙太郎〉。相模原市60.V. 30. '85.下

九沢2 親鳥と行動する幼鳥（富沢保治〉。津久井町61.

VII. 15.’85.津久井湖三井大権，幼鳥（石江馨〕。小田

原市62.VIII. 6.’85.中新田酒匂川飯泉桜，i'JJ烏2羽

（室伏友三〕。

。｜｜島逸郎〉。 三浦市42.V.15.’82.城ケ島，成鳥雄が 3. セグロセキレイの繁殖記録

虫をくわえて飛ぶ〔小海義明）。逗子市43.v.下旬84. 鎌倉市l.v. 20. '85.玉縄，国鉄大船駅フォ ームの屋根

逗子，成鳥が田越川で餌を集めて運ぶ（佐藤望〉。44. に営巣， ~tfl :MI とも柏尾川で餌を集めて運ぶ（中村－

VII. 12.、85.逗子，回越川の川岸で附lが餌を集め，市 恵〕。2.v. 21’85.台，東洋化学工場lこ蛍巣，おflを保護

街地へ向かう（中村一恵）。鎌倉市45.VI. 4.’84.手広， （篠原幸子〉。 3.V. 27.’83.岡本，成鳥が餌をくわえて

工場の倉庫のひさしに営巣，6月11日巣立つ υIJ井悦 変電所内に入る（樋口 ・中村， 1983〕。4.VI. 2.山崎，

子〉。46.VI. 10.’81.寺分，回鉄犬船工場の鉄骨（約4.5 成鳥1羽幼鳥 l羽の群（石江馨〕。 横浜市5.VII. 2.’81. 

m）に営巣，雌雄がガガンボ科の民虫を多く運び，3 戸塚区笠間fllJ三井東圧K.K.内で雌雄と幼鳥 1羽のj洋

羽の雛に給餌，6月15日頃巣立つ。47.VI. 21. '81.大 （中村一恵〕。 逗子市6.VI. 9.・85.山の様，成鳥が排水

船柏尾川支流で採餌する幼鳥3羽〔以ヒ，中村一恵〉。 滞で餌を集めて運ぶ〔圧｜中和徳〕。葉山町7.VII. 7.’85 

藤沢市48.V.12.’85.大庭， IUIが問んぼにいる幼鳥に 長柄，幼鳥，6月9日に同じ場所で成鳥 1羽（鈴木茂

給餌（浜伸二郎〉。 49.V.18. '85.川名，ヤマハ藤沢セ 也〉。横須賀市8.IV. 29.’84.長沢北部，電々公社の屋

ンターの看板の中に羽毛を運ぶ〔線問， 1985，藤沢探 上に営巣〔？〕，水田から巣材を運ふ；（宮脇〕。9.V.11. 

鳥クラブ四季報No.38〕。50.V.1・’85.辻堂新町遊歩道 ’85. 久村， ~til 却が工場外壁の穴に餌を運ぶ（田中和徳〉。

上で親鳥が幼鳥に給餌（高橋和也）。 51・YI.4.’85.下 l O. VI. 26. '85.苅倉町平作JI[,j世主ftと幼鳥 1羽の1洋，

土棚，水田にいた 2羽のうち 1羽が稲株から巣材を採 ~titが幼鳥に給餌（中村一恵〉 。

取し，いすず自動車工場の方角へ向かう（溝部泰子〉。
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